
人の和が、ひろがる集合五分前

郷愁をさそう朗詠

盛大に50回忌牧水祭

　
　
甘

憲≒　ウ甘

’

町報
　　」〔

㌶
擾

や胃　、’告’ヂ

㍗　、、

　恒例の牧水祭か9月17日、坪谷

の歌碑前で行われました．

　50回忌にあたる当日は、日曜日

と重なり例年と比へ多くの町外参

列者か目ウちました、

　牧水顕彰会長の木村町長をはし

め、遺族、関係者なと約100名か

参列し神事のあと、那須一酵さん

（宮崎市在甘）か歌碑に刻まれた

一ふるきとの　一の歌を朗詠、つ

ついて坪谷中生徒か同歌を合唱す

るなか、同中1年の田口文きんと

三河香代さんがみこ姿て歌碑に清

酒をそそきました

　歌碑祭終了後、参列者は生家て

行われた塩月儀市きんの一牧水先

生の生僻一と題する記念講演を聴

き先生の偉業をしのびました．

　当日はこれに先たら、日向市駅

構内にある歌碑にも50回忌を記含

して初めての献酒か行われたほか

この祭典に合わせ、東京の新眉て

も9月22日から27日まて一若山牧

衣展＿か開解されました

昭和53年 10月号第328号
秋風のそら晴れぬれは千曲川

白き河原に出てあそぶゲな
発行東郷町役場・編集’企画開発課

牧　水
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輪
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替
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昭
和
ぬ
十
二
年
瞳
の
助
一
般
会
司
と

特
別
会
計
（
三
会
討
）
の
決
算
か
九
月

定
例
議
会
て
認
定
き
れ
ま
し
た

　
一
般
の
家
庭
て
い
え
ま
家
討
簿
の
収

芝
決
算
に
あ
た
り
ま
す
か
、
そ
の
財
政

状
況
二
つ
い
て
あ
ら
ま
し
を
お
し
ら
せ

し
ま
す

一
般
会
計

あ
ら
ま
し

　
歳
入
総
額
5
、
十
五
億
二
千
五
百
イ

八
万
円
て
、
こ
れ
こ
対
す
る
歳
出
総
額

は
、
十
四
倍
九
千
一
二
寸
一
万
四
千
円
と

な
り
差
引
き
三
千
四
百
八
†
六
万
六
千

円
を
五
十
三
年
度
に
繰
越
し
ま
し
た
．

　
こ
れ
は
、
国
の
地
方
財
政
て
こ
入
れ

策
と
し
て
の
起
債
書
崩
系
が
高
か
っ
た

こ
と
と
、
要
望
し
た
制
度
事
業
が
確
保

て
き
お
1
1
こ
と
か
要
因
て
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
か
、
依
然
財
政
窮
迫
の
な
か
に

あ
う
緩
和
の
兆
か
見
出
せ
な
い
現
状
に

あ
る
た
め
、
こ
れ
に
対
1
6
し
て
い
く
た

め
に
は
、
今
後
も
き
ら
に
き
び
し
い
財

政
運
用
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
．

2
億
5
千
万
円
の
借
金

　
歳
入
て
は
、
地
方
交
付
税
が
総
額
の

三
四
・
七
％
て
第
↓
位
，
つ
つ
い
て
県

支
出
金
（
一
九
・
一
％
）
、
町
債
二

六
・
九
％
）
、
国
庫
支
出
金
（
七
・
八

％
）
、
町
税
（
七
二
％
）
な
と
の
願

こ
へ
あ
っ
て
h
ま
す
．
、

－
。
、
を
投
資
的
経
費
に

　
戚
出
て
5
、
性
質
別
に
み
る
と
鱈
通

建
設
事
業
費
等
の
投
資
的
経
費
か
全
伝

の
四
九
・
六
％
、
人
q
費
等
の
義
梅
的

貸
費
か
一
ニ
ハ
・
七
％
、
補
助
費
等
、
物

階
費
そ
の
他
の
経
費
て
あ
る
消
費
的
弾

費
か
ご
．
∵
七
ク
。
と
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一
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＼
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農
林
業
振
興
に
5
億
円

　
農
林
水
産
業
費
　
本
町
の
基
旨
串
出

て
あ
る
曲
L
豊
熟
、
爪
の
節
黒
を
図
る
九
ゐ
、

全
体
の
一
一
四
●
」
ハ
％
ド
↑
あ
お
」
・
9
五
億
一

丁
力
百
乃
円
を
つ
㍉
、
こ
一
ん
で
h
ま
す

　
農
業
関
係
て
」
、
蜆
野
ほ
か
f
地
区

の
農
道
舗
装
・
改
艮
罫
業
を
ぽ
㌧
ゐ
、
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交
付
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舗
装
三
地
区
、
用
火

施
設
整
備
、
．
．
地
区
、
農
、
旭
整
備
ヒ
地
区
、

生
盾
関
遭
道
路
舗
装
二
九
地
区
の
ほ
か

国
営
農
用
地
開
発
事
文
て
七
三
の
農
地

造
成
と
五
生
の
幹
線
遭
路
の
開
一
・
・
く
、

費
業
構
造
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事
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ロ
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叉
・
経
瘡
発
展
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盤
て
あ
る
え
路
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備
拡
充
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9
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、
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郷
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野
渉
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ヒ
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丁
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之
し
七

へ
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集
会
室
を
建
設

　
教
育
費
　
一
億
九
下
一
、
一
百
万
円
を
投

負
し
て
、
田
の
教
育
方
釧
に
従
い
本
町

の
実
態
に
寸
脚
し
た
幼
児
教
育
、
学
校

教
肯
、
社
会
教
育
を
行
h
、
心
身
と
も
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に
健
康
な
国
民
の
育
成
に
努
め
ま
し
た

　
教
ム
月
教
材
の
充
実
、
へ
斗
・
－
地
教
口
貝
住

℃
一
．
一
目
（
越
表
）
の
建
設
、
へ
き
地
集

会
室
と
し
て
の
体
育
館
（
越
表
）
の
建

設
の
ぽ
か
、
こ
と
も
会
育
成
会
・
青
年

・
婦
人
の
研
修
会
等
の
実
施
、
前
年
度

の
一
人
つ
く
う
煙
動
一
を
継
紙
し
て
各

区
の
巡
回
指
導
と
モ
テ
ル
公
民
館
（
鶴

野
内
。
寺
今
）
を
指
定
し
石
動
を
公
開

す
る
な
と
社
会
教
育
の
充
実
に
努
ゐ
ま

し
ハ
ニ

　
民
生
費
　
民
生
委
貝
（
児
車
委
員
）

の
研
修
に
努
め
積
極
的
な
石
動
の
推
進

を
図
っ
た
ほ
か
、
高
脅
化
社
会
の
石
要

　
’

づ

’

」
を
図
う
ま
し
た

借
金
の
返
済
額

　
公
債
費
　
起
爆
の
償
還
全
ま
、
一
兀
令

一一

D
下
四
百
万
円
、
副
子
h
干
万
円
、
合

1，

町
誌
編
さ
ん
に
着
手

　
総
務
資
　
庁
舎
会
議
室
の
改
装
、
羽

坂
養
魚
場
跡
地
の
造
成
、
病
院
取
付
道

路
の
舗
装
、
三
二
の
編
き
ん
を
行
’
．
た

ぼ
か
、
第
尋
一
回
参
議
院
議
員
通
橘
選

●

酒
量

§3

施
策
と
し
て
の
制
唆
の
充
実
整
備
、
障

了．

謗
刳
v
・
母
子
福
二
の
増
進
に
努
ゐ

田
民
日
金
に
お
い
て
も
納
付
率
百
一
．
一
％

の
実
績
を
あ
げ
る
な
ご
社
会
福
祁
の
向

の
ρ
・
・

整
、

縷

踊
へ
丁
四
百
力
円
て
、
ヵ
づ
二
任
咳
末

の
起
債
現
右
高
は
九
億
七
千
四
百
万
円

と
な
，
）
ま
し
セ

特
別
会
計

　
国
民
健
庚
保
険
特
別
会
計
　
戚
入
絶

頷
二
億
三
下
四
百
万
円
、
浅
出
絶
額
、
一

億
一
T
四
百
万
円
て
差
引
｝
、
、
千
九
百
万

円
の
里
、
字
決
算
に
な
り
ま
し
た

　
町
人
口
の
動
態
は
や
や
固
定
化
し
ま

し
た
か
、
被
保
険
者
の
動
向
は
、
町
内

企
曲
柔
の
雇
用
増
と
町
外
へ
の
就
剛
刀
二
よ

る
社
会
保
険
加
入
な
と
て
減
少
し
た
曳

面
、
医
療
費
の
改
訂
と
老
人
医
療
費
の

冊
、
料
化
に
伴
う
受
診
増
の
た
め
、
療
養

粕
付
費
は
土
十
一
年
頃
に
比
轍
し
て
、

一
⊃
・
六
％
増
加
し
ま
し
た
、

　
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
　
歳
入
総

組
下
二
百
四
十
万
円
、
戒
出
総
額
千
百

九
十
万
円
て
矛
引
》
・
五
十
万
円
の
堕
字

決
算
て
、
事
業
ま
八
重
原
、
坪
谷
、
山

陰
、
仲
野
原
、
三
瀬
の
五
施
設
の
八
七

二
階
帯
、
二
、
四
八
（
人
の
給
水
を
実
施

し
涛
及
率
は
三
六
・
九
％
に
な
う
ま
し

た
．
ま
た
、
飲
料
水
の
確
保
か
困
難
な

切
瀬
地
区
八
口
に
一
調
丁
事
を
実
施
し

ま
し
九

　
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計
　
鴇

崎
医
大
の
外
科
医
師
派
遣
に
よ
b
外
科

診
療
か
開
始
愚
．
・
れ
た
た
め
、
病
院
本
来

の
姿
に
も
と
る
こ
と
か
て
き
経
営
面
に

お
い
て
ち
・
玉
う
や
く
独
⊥
採
算
の
原
則

に
ム
ロ
致
し
た
漣
用
の
見
通
し
か
y
ち
、

隼
年
唆
て
一
千
万
円
の
利
益
を
あ
げ
，
、

こ
れ
に
よ
r
．
て
前
年
咳
繰
越
未
処
理
欠

損
金
丁
五
古
万
円
を
玉
士
力
円
に
滅
少

す
る
こ
と
か
て
き
ま
し
セ
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験試用採

日計施5月11

町職員採用初級試験

町
で
は
、
昭
和
五
十
三
年
度
宮
崎
県
町

村
職
員
採
用
統
一
試
験
に
参
加
し
、
次

の
と
お
り
職
員
採
用
初
級
試
験
の
受
験

者
を
募
集
中
で
す
。

1
　
採
用
試
験
の
種
類
、
区
分
試
験
、

　
採
用
予
定
人
員
お
よ
び
職
務
内
容
試

　
験
は
次
の
区
分
試
験
ご
と
に
行
い
、

　
い
ず
れ
か
一
つ
に
つ
い
て
ゼ
け
受
験

　
で
き
ま
す
。
な
お
、
申
込
締
切
後
は

　
区
分
試
験
の
変
更
は
認
め
ま
せ
ん
，

　
種
類
　
初
級

　
採
用
予
定
人
員
　
若
千
名

　
区
分
試
験

　
　
一
こ
行
政
・
町
長
部
局
、
教
育
委

2

申
込
期
限
は
1
0
月
1
7
日

　
　
　
　
員
会
等
の
い
ず
れ
か
に

　
　
　
　
勤
務
し
、
一
般
事
務
の

　
　
　
　
補
助
に
従
事
し
ま
す
，

土
木
技
術
塞
町
長
部
局
に
勤
務
し

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
技
術

　
　
　
　
の
補
助
に
従
事
し
ま
す

受
験
資
格

　
ω
学
歴
お
よ
び
年
令
等

　
　
ア
　
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
試

　
　
験
は
高
等
学
校
卒
業
程
度
で
、

　
　
実
施
し
ま
す
、
、

　
　
イ
　
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
か

　
　
ら
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
ま

　
　
　
で
の
間
に
生
れ
た
者

②
欠
格
事
項

　
　
次
の
う
ち
い
ず
れ
か
一
つ
に
該

　
　
当
す
る
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
、

　
　
ア
　
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
者

　
　
イ
　
禁
治
産
者
・
準
禁
治
産
者

　
　
ウ
　
禁
鋼
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ

　
　
　
そ
の
執
行
が
終
る
ま
で
又
は
そ

　
　
　
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

　
　
　
な
る
ま
で
の
者

　
　
工
　
日
本
国
憲
法
施
行
の
日
以
降

　
　
　
に
お
い
て
、
憲
法
ま
た
は
そ
の

　
　
　
下
に
成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で

　
　
　
破
壊
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
政

　
　
　
党
、
多
、
の
他
の
団
体
を
結
成
し

　
　
　
又
は
こ
れ
に
加
入
し
た
者

3
　
試
験
の
方
法

　
ω
第
一
次
試
験

　
　
　
第
一
次
試
験
は
、
教
養
試
験
、

　
　
作
文
試
験
（
土
木
技
術
職
に
つ
い

　
　
て
は
専
門
試
験
）
を
行
い
ま
す
．

7で
ウ
．

教
養
試
験

　
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一

般
的
知
識
お
よ
び
知
能
に
つ

い
て
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試

験
を
行
い
ま
す
，

作
文
試
験

　
表
現
力
、
，
課
題
に
対
す
る

理
解
力
等
を
み
る
た
め
行
い

ま
す
。

専
門
試
験

　
土
木
技
術
職
の
専
門
知
識

お
よ
べ
）
知
能
に
つ
い
て
択
一

式
に
よ
る
筆
記
試
験
を
行
い

ま
す
。

ω
第
二
次
試
験

　
　
第
一
次
試
験
の
合
格
者
に
対
し

　
　
て
行
い
ま
す
。

　
　
ア
　
人
物
試
験

　
　
　
　
面
接
試
験
を
行
い
ま
す

　
　
イ
　
身
体
検
．
査

　
　
　
　
胸
部
疾
患
の
有
無
等
、
健

　
　
　
康
状
態
に
つ
い
て
医
学
的
検

　
　
　
査
を
行
い
ま
す
．
1

4
試
験
の
日
時
、
場
所
、
合
格
発
表

ω
第
一
次
試
験

　
　
日
時
十
↓
十
五
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
三
時

　
　
場
所
　
日
向
市
鶴
町
三
丁
目

　
　
　
　
県
立
富
島
高
等
学
校

　
　
合
格
発
表
　
十
一
月
下
旬
、
町
役

　
　
　
　
　
場
に
掲
示
す
る
ほ
か
、

　
　
　
　
　
合
格
者
に
通
知
し
ま
す

　
②
第
二
次
試
験

　
　
期
日
　
十
二
月
上
旬
（
未
定
）

　
　
場
所
東
郷
町
役
場

　
　
合
格
発
表
　
来
年
一
月
中
に
町
役

　
　
　
　
　
　
場
に
掲
示
す
る
ほ
か
、

　
　
　
　
　
合
格
者
に
通
知
し
ま
す

5
　
合
格
か
ら
採
用
ま
で

　
ω
合
格
者
は
、
区
分
試
験
ご
と
に
決

　
聡
き
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
採
用
候
補
者
名

　
簿
に
登
載
さ
れ
た
の
ち
、
任
命
権
者

　
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
成
績
順
に
推

　
せ
ん
さ
れ
、
そ
の
な
か
か
ら
任
命
権

　
者
に
よ
一
・
て
採
用
者
が
決
定
き
れ
ま

　
す
。
こ
の
名
簿
か
ら
の
採
用
は
原
則

　
と
し
て
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
以

　
降
で
す
が
、
場
合
に
よ
（
．
て
は
そ
れ

　
以
前
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

　
す
、
な
お
、
こ
の
名
簿
の
有
効
期
限

は
原
則
と
し
イ
、
名
簿
確
定
の
日
か
ら

　
一
年
間
と
し
ま
す
、
．

　
ω
給
与
は
、
町
の
給
与
条
例
に
基
づ

　
い
て
支
給
斗
・
、
れ
る
ほ
か
、
通
勤
手
当
、

　
扶
養
手
当
等
が
そ
れ
ぞ
れ
．
の
手
当
の

支
給
要
件
に
応
じ
’
、
支
給
き
れ
ま
す

6
　
受
験
手
続

　
ω
申
込
用
紙
の
請
求

　
　
申
込
用
紙
は
、
役
場
総
務
課
で
交

　
　
付
し
ま
す
、
、

　
　
　
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

　
　
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
．
初
級
試

　
　
験
申
込
書
、
二
月
．
一
と
朱
壽
し
、
一

　
　
部
に
つ
き
五
十
円
切
丁
を
は
一
・
た

　
　
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず

　
　
同
封
し
て
く
ゼ
き
い
，

ω
申
込
手
続

　
　
ア
　
受
験
申
込
書
に
所
．
要
事
項
を

　
　
　
記
入
し
、
役
場
総
務
課
に
提
出

　
　
　
し
て
く
だ
↓
、
」
い
，

　
　
　
　
受
験
票
は
、
申
込
み
を
受
叫
．
、

　
　
　
た
際
す
ぐ
に
交
↑
じ
な
い
で
、

　
　
　
受
験
資
格
審
査
等
の
結
果
に
よ

　
　
　
r
ノ
て
送
付
し
ま
す
か
ら
、
申
込

　
　
　
用
紙
の
「
．
郵
便
は
が
｝
、
・
」
欄
に

　
　
　
宛
先
を
明
記
し
、
二
＋
円
切
丁

　
　
　
を
必
ず
は
一
ノ
て
く
だ
き
い
一
．
切

　
　
　
手
の
な
い
場
合
は
受
験
票
は
送

　
　
　
付
し
ま
せ
ん
．
．

　
　
　
受
験
票
は
十
月
二
十
五
R
ま

　
　
　
で
に
申
込
者
に
到
着
す
る
よ
う

　
　
　
送
付
し
ま
す
が
、
も
し
そ
れ
ま

　
　
　
で
に
受
験
票
が
到
着
し
な
い
場

　
　
　
合
は
、
役
場
総
務
課
ま
で
照
会

　
　
　
し
て
く
、
だ
き
い
．
、

　
　
　
　
な
お
、
受
験
申
込
書
を
郵
送

　
　
　
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
…

　
　
　
初
級
試
験
受
験
申
込
【
と
未
書

　
　
　
し
て
く
だ
ふ
へ
㌔
い
、
、

　
　
、
「
　
申
込
書
．
の
写
．
．
、
票
に
、
最
近

　
　
　
三
ヶ
月
以
内
に
振
醒
し
た
写
真

　
　
　
を
一
葉
は
っ
て
く
だ
き
い
．
写

　
　
　
真
が
な
い
場
合
は
受
験
で
き
ま

　
　
　
せ
ん
、
、

7
受
験
期
限
と
受
付
時
間

　
　
昭
和
五
十
三
年
十
月
十
ヒ
日
（
〆
＼
ノ
）

　
ま
で
（
平
日
は
竿
前
八
時
三
十
分
か

　
ら
午
後
五
時
ま
で
、
、
土
曜
日
正
午
ま

　
で
）
．
．
郵
送
の
場
合
は
、
役
場
総
務

　
課
あ
て
の
封
書
で
、
十
月
十
七
日
ま

　
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に
限
り
受
付

　
げ
ま
三
七
．

8
　
そ
の
他

　
　
こ
の
試
験
に
つ
い
r
、
の
問
い
合
わ

　
せ
は
、
役
場
総
務
課
に
し
て
く
だ
き

　
い
．
．
郵
便
で
の
問
い
合
わ
せ
ば
、
五

　
十
円
切
で
ゼ
は
「
、
た
宛
完
明
記
の
返

　
、
、
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
万
ン
・
・
い
．

噛

福
祉
年
金

証
書

の
交
付

　
八
月
に
定
時
届
を
し
て
い
た
だ
い
た

福
祉
年
金
額
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

つ
ぎ
の
と
お
り
証
書
を
交
付
し
ま
す
。

　
保
管
証
、
印
か
ん
持
参
の
う
え
受
領

し
て
く
だ
き
い
．
、

　
年
金
の
受
．
取
り
は
、
十
二
月
分
に
つ

い
て
は
十
一
月
十

き
ま
す
，

一
日
以
降
に
請
求
で

島
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活大

考備所場間時

受取りは代人でも可

小野田区は

　11月8日～11月10日

　　役場で交付します。

仲野原3公民館
福　瀬　公民館

寺迫中央公民館

　9．00～　9．50

10．00～11．00

12．30～14．00

名
　
　
瀬

区
　
　
福

日月

11月8日

寺 迫

9．00～9．30　1八重原消防器庫前

迫野内

鶴野内

題　坂

田　野

公民館

公民館

公民館

公民館

10．00～10．40

11．00～12．00

13．00～13．50

14．00～14．30

仲　喫

緊　谷

児　洗

下渡川

公民館

公民館

集会所

公民館

　9．00～　9．30

10．00～11．00

12．30～13。00

13．30～14。00

八重原

迫野内

鶴野内

羽　坂

田　野

仲　深

坪　谷

越　表

下渡川

11月9日

11月10日

勢町本

山床有子さん全国大会へ

一県青年大会結果

　
九
月
十
六
日
、
十
七
日
の
両
日
、
宮

崎
市
の
県
総
合
運
動
公
園
で
行
わ
れ
た

第
二
十
七
回
青
年
大
会
で
本
町
選
手
が

好
成
績
を
記
録
し
ま
し
た
、

　
東
臼
杵
郡
チ
ー
ム
と
し
て
参
加
し
た

本
町
選
手
は
、
陸
上
、
柔
道
、
相
撲
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
活
躍
が
め
ゼ
ち
、
本

町
ス
ポ
ー
ツ
の
レ
ベ
ル
の
遊
心
・
」
を
示
し

ま
し
た
、
．

　
（
入
賞
種
目
は
次
の
と
お
り
で
す
）

▼
陸
上
競
技

　
園
体
優
勝
　
総
合
　
東
臼
杵
郡

　
　
　
　
　
　
男
子
　
東
臼
杵
郡

　
　
　
　
　
　
女
子
　
東
臼
杵
郡

　
優
勝

　
▽
女
．
子
二
百
　
　
山
床
有
子
（
下
渡

　
　
川
）
2
8
秒
3
（
大
会
新
）

　
［
．
、
女
子
四
百
ヅ
リ
レ
ー
東
臼
杵
郡

　
　
（
甲
斐
・
山
床
有
子
（
下
渡
川
）

　
　
・
内
房
・
矢
野
ひ
と
み
（
田
野
）

　
　
5
6
秒
8
（
大
会
新
）

　
三
位

　
「
・
女
子
百
“
．
・
矢
野
引
、
し
と
み
（
田
野
）

　
　
1
4
秒
2

▼
柔
道

　
団
体
二
位
　
東
臼
杵
郡

　
個
人
二
位
　
　
（
軽
量
級
）
海
野
真
吾

　
　
（
越
表
）

▼
相
撲

　
団
体
三
位
　
東
臼
杵
郡
（
東
郷
）

　
個
人
二
仁
（
中
量
級
）
　
黒
木
一
美

　
　
（
迫
野
内
）

　
個
人
三
位
（
軽
景
級
）
　
直
野
幸
二

　
　
（
福
瀬
）

　
個
人
三
位
（
中
量
級
）
　
痕
野
和
正

　
　
（
福
瀬
）

r
デ

彰

サ
黎

▼
口
、
．
一
ゴ
ト
ボ
・

　
優
勝

　
男
子

　
　
一
回
戦

　
　
二
回
戦

　
　
準
決
勝

　
　
決
　
勝

　
準
優
勝

女
子

　
　
一
回
戦

　
　
二
回
戦

　
　
阜
決
勝

　
　
決
　
勝

．
ソ

（
東
臼
杵
配

　
　
・
東
斌
）

東
郷
9
3
串
閻
市

東
郷
5
．
2
延
岡
市

東
郷
3
－
i
O
西
臼
杵
郡

東
郡
4
．
1
北
諸
県
郡

　
　
（
東
臼
杵
稀
　
東
郷
）

　
　
　
　
．
不
戦
勝

　
　
　
　
東
郷
3
　
1
西
邦
市

　
　
　
　
東
郷
4
2
北
諸
県
郡

　
　
　
　
東
郷
0
．
－
6
串
間
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
丁
名

　
男
子
　
黒
田
静
夫
　
佐
藤
欣
一

本
多
悌
二
　
福
良
公
一
　
寺
原
広

　
良
　
田
代
典
夫
　
海
野
保
司
　
矢

　
野
博
海
野
望
黒
田
一
男
畝

原
一
男
　
直
野
義
久

女
子
　
木
村
逸
子
　
林
律
代
　
歌

津
ふ
じ
子
直
野
優
子
橋
U
銀

美
　
矢
野
千
徳
　
甲
斐
実
干
代

楠
麓
加
　
黒
木
孝
子
　
藤
原
．
の
り

　
ユ
」
　
　
f
し
月
，
一
2
1
一
r
J

鼠
㍗

＼
誌

、

撫螺ぎ騨曙
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青
色
申
告
の
お
す
す
め

　
所
得
税
護
、
納
税
者
か
目
分
て
所
得

や
税
額
を
訓
算
し
て
’
申
告
し
納
税
す

る
「
申
告
納
税
制
度
」
に
な
っ
て
い
ま

す
　
こ
の
申
告
納
税
制
頃
か
円
滑
に
行

わ
れ
る
た
め
二
は
、
一
人
て
も
多
く
の

納
税
者
の
方
々
に
、
自
分
の
所
得
や
税

領
を
正
し
く
刮
算
し
て
記
名
す
る
こ
と

か
て
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
ゼ
く
必

要
か
あ
一
ま
ず
　
そ
こ
て
、
毎
日
の
取

引
を
帳
簿
に
付
け
、
そ
の
帳
簿
｝
↑
基
つ

h
て
正
賞
に
所
得
税
を
申
告
す
る
白
ゆ
．

所
得
や
税
額
の
男
色
な
と
い
ろ
い
ろ
角

利
な
取
扱
い
か
受
け
ら
れ
ま
す
．
こ
れ

か
［
古
色
申
仏
感
賞
一
て
す
、
こ
の
制

唆
は
不
動
産
所
得
、
事
業
所
得
、
山
林

所
得
の
あ
る
方
に
限
っ
て
利
用
て
さ
・
、
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ナ
よ
ヲ

　
青
色
申
告
制
唆
は
、
昭
和
二
十
五
年

二
磯
目
ノ
ら
れ
、
今
年
て
二
十
九
年
目
を

迎
え
ま
し
た
　
こ
の
間
、
青
色
申
告
を

利
用
す
る
方
は
大
変
増
え
て
｝
、
－
ま
し

た
　
そ
れ
と
い
う
の
も
、
青
色
申
告
を

す
る
と
、
単
に
税
金
の
面
て
有
利
二
な

る
た
す
て
な
く
、
帳
簿
を
つ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
経
営
の
内
谷
や
資
金
繰
一
の

状
況
な
と
か
よ
く
分
か
）
、
経
営
の
合

，
れ
’

　　て／理

柔て化
♪ア　　、　　　レ｝
’＿　　く　　1一

　、　∫一　3

　　’＿　　つ

看た役
得力立
かてつ
一　　　｝　　　　｝

百

円

以
ド

ノ）

プ
」

し

　　と

っか

般
ロオ

知

つ

　　

@　

ﾃ
餐

津
．

に
つ
い
て
は
、
現
今
出
納
帳
一
冊
て
育

色
申
告
か
て
㍉
．
、
る
・
又
う
に
な
r
．
セ
こ
と

も
そ
の
原
囚
の
一
っ
て
す

　
具
休
的
な
丁
続
や
論
し
い
こ
と
イ
．
、

税
勝
署
又
は
税
務
相
端
唄
に
お
尋
ね
く

ゼ
占
、
へ所

得
税
第
二
期
分
の

減
額
申
請

・
「
一
月
。
．
、
所
得
税
の
第
二
期
分
を

納
み
て
い
た
セ
く
月
て
す
。

　
と
こ
ろ
て
、
税
修
胃
か
ら
通
知
す
り

所
碍
税
の
第
一
期
分
、
第
二
期
分
の
納

税
頷
6
、
町
任
、
つ
ま
一
、
五
十
二
存

分
の
納
税
碩
を
基
に
し
！
、
討
算
｝
、
、
墾
、

い
ま
す
　
そ
れ
て
、
い
つ
い
う
な
事
嗜

か
あ
・
，
て
、
昨
缶
k
り
納
税
額
か
大
幅

に
認
る
見
込
み
の
b
は
、
税
務
署
に
一

予
定
納
税
額
の
減
頷
申
請
＝
甲
二
・
、
れ
ま

す
と
、
第
二
期
分
の
税
金
か
少
な
く
な

r・

ｽ
b
、
全
く
払
つ
な
く
て
も
又
、
場

ム
［
か
あ
う
ま
す

　
例
え
妻
、
お
店
を
や
み
た
b
、
休
ん

｝一

早
[
し
ハ
」
押
吻
ム
ロ
や
巡
火
中
目
、
　
次
皿
雅
、
　
横
侃
唄

な
こ
に
あ
っ
て
建
物
や
、
二
品
、
現
令

こ
心
弛
を
奨
ナ
た
場
合
な
こ
て
す

　
ま
た
、
今
任
に
な
r
／
r
㌔
結
婚
し
た
一

、
亦
ち
ゃ
ん
か
生
れ
お
1
1
場
合
や
、
多
領

の
旨
療
費
を
芝
払
っ
た
場
合
も
二
の
、
く

1　，

，泥濃
，一 堰Aら

い吟ゐ

領
申
請
の
対
象
に
な
う
ま
す

　
改
額
申
請
の
期
限
は
、
十
一
月
牙
勇

円
き
ト
て
と
な
一
．
て
h
ま
す
か
、
干
紅
毛

，
．
甲
目
に
わ
弥
ま
せ
く
ハ
5
．
、
、

　
な
お
、
手
続
な
と
詩
し
い
こ
と
ま
、

お
近
く
の
興
亡
署
か
税
傷
椙
談
室
こ
お

尋
ね
く
セ
さ
い

　
　
　
　
（
講
修
課
・
延
岡
税
務
鍔
）

　

’
牧
水
先
生
の
生
涯
へ
六
）

～ノ　
牧
水
先
生
の
中
学
時
代
の
同
容
の

、
’
与
セ
や
同
し
頃
延
岡
中
学
校
に
在
・
．
r

ぜ

～
し
た
人
達
か
ら
牧
水
先
生
の
思
い
出

ノ
を
語
一
ノ
て
も
ら
い
ま
し
た
、
そ
の
中

、、

ﾌ
二
、
・
、
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
、

！
　
牧
求
先
生
の
一
任
ド
級
て
先
牛
と

炉
寄
宿
舎
て
同
率
九
つ
た
大
村
綱
蔵
き

　　
ん
は
」
私
た
ち
の
頃
は
中
学
生
は
小

～へ混
n
隈
矯
雛
禁
崩

　
　
　
　
　
　
を
川
町
り
て
来
て
こ
r
ノ

ヂ
5
1
一
見
へ
大
伝

㌻
ぐ
一
飢
ん
で
い
ハ
，
ら
、
令
！
監
か
ら
一
1

4
つ
ナ
つ
れ
三
レ
把
か
叱
ら
れ
七

愚
上
・
等
二
三
と
命
ぜ
ら
れ
た

／　
牧
水
・
｝
・
・
ん
ま
眼
二
い
’
，
潔
．
い
涙
を
た

へ
・
て
蓬
か
・
脅
棄
た
本
て

惣
～
，
、
返
』
手
か
、
っ
諮
し
，
、
至
こ
い

炉
一
と
嘆
願
し
た
か
呑
さ
れ
す
泣
㌧
、
泣

　

雪
｝
、
－
そ
の
型
見
へ
人
仏
を
暁
・
く
正
し
た

’
よ
一
と
話
し
て
く
れ
ま
し
三

廻
先
牛
と
同
去
」
の
寺
沼
伝
次
ざ
ん
・
・

『
牧
火
君
ま
国
語
秒
は
す
ぎ
・
し
一

㌧　
出
来
た
か
数
、
～
み
不
得
丁
二
二
．
た

　
匠
亨
蕊
の
際
、
整
．
・

チ
角
の
問
題
か
解
、
な
い
の
て
最
後
ま

曲
て
答
案
を
出
さ
な
か
’
、
㌔
　
先
生
か

誘
す
一
出
す
圭
う
て
促
す
と
何
か
酵
い

臥
て
提
出
す
る
と
、
先
生
か
真
亦
・
一
お

4
二
　
っ
て
一
す
一
職
員
室
こ
来
い
「
と
命

、、

ｵ
た
　
牧
求
君
か
先
生
に
つ
、
て
職

∵
貝
歪
仔
－
・
大
身
叱
・
…

そ
の
叱
る
声
を
聞
い
て
隣
宰
の
校
長

室
び
ら
校
炭
か
出
て
来
て
何
ん
で
そ

ん
な
こ
叱
か
る
の
か
と
尋
ね
る
と
、

こ
の
答
案
を
見
て
下
卸
・
・
い
と
牧
水
先

生
の
答
案
を
差
し
出
し
九
　
板
長
は

そ
の
答
案
を
見
て
に
（
、
こ
う
笑
い
な

か
ら
　
こ
れ
キ
ナ
う
ま
く
出
来
て
い
る

て
手
．
な
い
か
こ
れ
に
は
落
第
占
、
は
つ

ナ
な
h
よ
う
こ
　
と
一
［
つ
て
校
長
室

こ
帰
ろ
れ
た
　
そ
の
答
案
用
紙
に
5

一
坦
の
中
こ
三
一
角
四
角
ち
み
過
・
』
、
」

れ
鳳
と
か
く
丸
く
て
事
み
納
ま
る
L

＞
一
，
」
引
し
1
㌔
評
の
つ
♪
」
　
　
こ
の
妊
の
及
肝
第

バ
f
斗
．
　
一
下
　
ハ
げ
」
㍗
し
ハ
こ
よ
　
　
》
屈
天
、
♪
鋲

か
つ
話
し
て
く
れ
ま
し
た

　
先
生
の
生
家
の
隣
家
の
矢
野
今
朝

市
ふ
・
、
ん
ま
【
夏
休
み
に
牧
水
先
牛
か

届
r
・
て
く
る
と
、
私
共
は
朝
口
く
み

す
れ
て
［
繁
あ
ん
ち
や
ん
餉
、
と
ノ
に

，
L
叡
〆
、
行
エ
、
一
と
誘
’
ノ
た

　
牧
求
先
宇
は
お
父
｝
、
、
ん
か
往
診
な

こ
て
貰
っ
た
籾
を
由
口
臼
て
ぶ
ん
て
い

！
、
＝
｝
れ
か
↓
．
ナ
た
・
つ
尼
れ
て
行
く

か
ら
遊
ん
で
わ
れ
」
と
h
わ
れ
r
、
、

よ
く
鮎
か
す
や
饅
つ
》
に
逮
れ
て
行

’ノ

f
㌔
3
」
・
つ
つ
♪
　
　
　
［
》
｝
ギ
請
丁
し
！
㌔
ノ
＼
れ

ま
し
ハ

（
塩
目
儀
巾
）

謙
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町回とうこう
（7）

レ

長寿を祝福

　田」長の表敬訪問写真を14名のタ、

とし翼）にプレゼントしました、

　こ可tは、敬乙の日を前こ90歳の

上の高脅者を表敬訪問した際に撮

影したものを贈ったものてす、

　最高二者の塩月リウきん（95歳）

をはしめ、全員か元気な毎日を＋

す
も

まれ
今

坊◎しこ

　町ては、今後も：二のフレセノト

を続けることにしたたノ）、おとし

よりにとっては、また一・っ楽しみ

かふえることになりそうてす。

見とれないで

　秋の交通女全蓮動にマ不キノか

一役：かいました、

　これま、9月21日から30日まて

行われた期間中、建転者なこに～｝

むを呼びかする三味て町の交通安

全協会か設殴したものてす

　山陰駐在所前の田」とをはさんて

両側こ置かれた2人目の芙人に

3～パーも思わしニ　 コリノ

　このマス千ノ’ま、運動終了後し

こきつつき設置きれ、交通女山を

呼びか｝ることこなっています

＜

屠
青
協
雀
よ
む
、
、

今
月
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
（
1
0
月
行
事
）

　
一
町
女
f
研
修
会
（
未
走
）

　
　
　
報
　
告

　
郡
青
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
天
会
　
9
月

3
日
に
西
郷
付
て
お
、
て
県
人
会
予
審

㌧
茸
任
、
ノ
「
k
「
；
ル
大
会
か
行
わ
1
1

本
町
．
．
男
女
と
も
優
脇
し
ま
し
セ

男
了一

回
戦

鯉～

（
不
戦
務
）

一
　
　
　
以
日
一

　
　
　
レ
ー

κ
　
　
／
　
　
　
一

　
凶
器
使
用
犯
罪
を
防
ご
う

　
最
近
の
暴
力
団
体
肝
．
冨
輸
や
模
造
｝

ん
銃
竺
、
を
大
串
こ
所
持
し
合
法
的
二

入
手
し
た
猟
銃
な
と
の
武
器
に
・
・
》
敏

装
化
し
て
㌧
、
・
ま
し
た
　
映
画
や
テ
レ
ヒ

へ
．
、
つ
ま
セ
し
も
実
際
こ
口
憾
》
り
、
、
、
ん

銃
や
日
本
刀
を
振
り
回
し
て
市
街
戦
を

は
し
る
善
良
な
人
り
、
を
巻
添
え
こ
す
る

事
μ
か
多
発
し
て
h
ま
す

　
こ
の
よ
う
な
凶
器
使
用
の
犯
罪
を
功

黙
す
る
ニ
キ
．

－
法
に
定
ゐ
ら
れ
た
所
持
を
す
る
こ
と

，
，
み
七
り
に
挽
帯
し
な
、
こ
と

皇
盗
難
ψ
ホ
ニ
の
際
ゆ
ゴ
す
一
に
惣
察
こ
届

　
ナ
出
る
こ
と

4
保
答
を
蟻
晴
こ
ナ
る
こ
と

）
不
番
者
か
、
㌔
・
つ
す
・
二
一
　
一
’
、
ナ

　
る
こ
T
こ

揮
決
障

　
ヨ
も
ゆ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
舜
明
0
0
0
2
0
0
2

　
ヒ
ド
ド

　
」
唄
0
0
0
0
0
0
一
〇

決
勝

　
」
＼
ワ
リ

　
曙
｛
0
0
1
0
1
0
0
2

　
晋
」
組
0
0
0
0
0
0
1
1

女
．
」一

回
鰯

　
東
郷
1
0
1
0
0
1
0
3

　
臼
「
σ
り

　
戸
唄
0
0
0
0
0
0
0
0

議
決
脇

　
東
肥
1
1
4
0
7
2
2
4

　
門
川
0
0
0
0
0
0

決
脇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
コ
ド
ァ
の
　

　
芽
ヰ
ー
0
0
0
7
0
4
2

　
碓
葉
0
0
0
0
0
≧
、
0
3

　
　
　
　
　
　
（
町
青
蝿
広
報
部
）

　
へ
ご
三
し
臥
一
防
｝
，
る
と
忠
h
ま
す

　
ご
臨
陽
η
冷
∫
つ
願
h
し
』
幽
す

め
い
て
い
運
転
は
免
許
販
消

　
－
．
月
か
ら
～
～
」
行
4
、
・
れ
つ
・
L
路
交
通

法
4
2
↓
吊
改
d
て
め
獄
て
、
産
転
干
．
一

唆
’
、
免
請
の
取
消
し
こ
’
．
Q
二
と
・
．
す

て
に
こ
存
し
の
ん
も
多
、
て
し
ヌ
っ

　
駐
吾
所
’
こ
玉
一
て
貝
焦
的
へ
．
九
知
ら

て
を
す
9
つ
も
㍉
て
す
か
、
萩
f
．
偽
泉

の
5
節
て
す
　
飲
酒
の
機
会
も
多
h
か

と
ト
・
〕
、
㌔
ま
す
か
、
み
ん
な
か
協
力
し
あ

r．

ﾄ
飲
酒
運
転
を
防
眠
し
ま
し
玉
つ

　
全
国
防
犯
運
動

　
冗
月
1
1
〔
か
ら
冗
日
問
、
↑
1
、
ド

七
、
に
肋
犯
連
動
か
展
開
ふ
．
、
れ
ま
す

　
今
回
↓
．
　
し
し
》
・
・
弟
の
防
d
一
　
自
肱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
d

申
盗
の
防
1
1
一
か
函
占
対
策
て
ナ

κ
な
て
協
η
し
’
」
防
犯
連
動
を
・
二
　
ふ
，

」
’
、
し
≦
つ
（
山
陰
欣
察
B
駅
在
可
）
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し
ら
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町
民
体
育
大
会

　
第
十
八
回
町
民
体
育
大
会
は
、
広
く

町
民
の
間
に
ス
．
ホ
ー
ツ
を
振
興
し
て
そ

の
普
及
発
展
を
図
り
、
町
民
の
健
康
づ

く
り
と
明
朗
で
豊
か
な
人
間
性
を
助
長

す
る
目
的
で
毎
年
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
も
つ
ぎ
の
と
お
・
り
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
、
町
民
多
数
が
参
加
さ
れ
る
よ

う
案
内
し
ま
す
。

▽
日
時
　
1
0
月
1
5
日
（
日
）
8
時
3
0
分

7
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ン
ド

文
化
祭
行
事
日
程

　
文
化
祭
も
今
年
度
で
三
十
回
目
を
む

か
え
、
文
化
講
演
会
な
ど
も
含
め
て
、

次
の
日
程
で
開
催
き
れ
ま
す
、
｝

　
会
場
は
、
中
央
公
民
館
、
総
合
グ
ラ

ン
ド
、
－
。
・
．
つ
ん
展
は
議
場
が
あ
て
ら
れ
ま

す
。7

1
0
月
2
8
日
（
土
）

　
　
P
T
A
連
協
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

▽
1
1
月
2
日
（
木
）
～
5
日
（
日
）

　
　
児
童
生
徒
学
芸
品
獲

「
！
1
1
月
2
日
（
木
）

　
　
小
・
中
学
生
体
育
大
会

▽
1
1
月
3
日
（
祝
）

　
　
文
化
講
演
会

　
　
講
師

　
　
　
千
葉
大
学
清
水
馨
八
郎
教
授

　
　
公
民
館
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

▽
1
1
月
4
（
土
）
～
5
日
（
日
）

　
　
婦
人
学
級
生
作
品
展
示
会

　
　
老
人
菊
愛
好
会
作
品
展
示
会

　
　
消
費
生
活
展
示
会

▽
1
1
月
5
日
（
日
）

　
　
公
民
館
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
ム
ム

　
　
青
年
駅
伝
大
会

　
　
弓
道
大
会

▽
1
1
月
6
日
（
月
）
～
7
日
（
火
）

　
　
ら
ん
展
示
会

▽
1
1
月
1
2
日
（
日
）

　
　
少
年
剣
道
大
会

　
　
野
球
選
手
権
大
会

今
月
の
税
金

国
民
健
康
保
険
税
　
　
3
　
期

町
　
県
　
民
　
税
　
　
3
　
期

　
　
　
納
期
限
　
1
0
月
3
1
日

行
政
相
談
週
間

◎
　
つ
ぎ
の
と
お
り
行
政
相
談
週
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
．
．

　
国
、
県
、
町
の
行
政
で
要
望
や
不
平

不
満
な
ど
を
お
持
ち
の
方
は
、
遠
慮
な

く
相
談
さ
れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す

▽
期
間
　
1
0
月
1
5
日
～
1
0
月
2
1
日

▽
行
政
相
談
員
　
塩
月
儀
市

　
　
　
　
電
話
　
山
陰
局
二
五
◎
四

〃

た
ば
こ
に
よ
る

火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

曇
㍉

ノ

kuzu

kA昏0

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

ら
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
．
．

▽
迫
野
内
の
佐
藤
初
義
き
ん
か
ら

　
　
（
タ
メ
き
ん
・
7
5
歳
ご
死
去
）

▽
羽
坂
の
海
野
武
夫
き
ん
か
ら

　
　
（
ヶ
サ
さ
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

7
寺
迫
の
橋
口
美
利
き
ん
か
ら

　
　
（
美
敏
き
ん
・
3
3
歳
ご
死
去
）

7
羽
坂
の
佐
藤
真
幸
さ
ん
か
ら

　
　
（
チ
ヨ
カ
き
ん
・
7
5
歳
ご
死
去
）

7
羽
坂
の
松
原
干
三
郎
さ
ん
か
ら

　
　
（
ヶ
サ
エ
き
ん
・
5
6
歳
ご
死
去
）

∵
小
野
田
の
月
日
ア
キ
ノ
き
ん
か
ら

　
　
（
ひ
と
み
さ
ん
・
1
9
歳
ご
死
去
）

▽
寺
迫
の
植
野
繁
松
尊
・
・
ん
か
ら

　
　
（
タ
メ
き
ん
●
8
0
歳
ご
死
去
）

今
月
の
心
配
ご
と
相
談
日

　
　
　
　
1
0
月
1
7
日
（
火
曜
日
）

　
　
　
東
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会

一．一 鼈黷
ﾜちのうごき一．．一一

人口6，725人　（一1）

男　3，296人　（÷1）

女　3，429人　（一2）
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